ヒト生物学１試験対策補助プリント
文責：13M ヒト生物学１シケタイ　田川
　ヒト生物学1の試験まで２週間を切りました。皆さん、試験対策は進んでいますか？当初は予想問題を作ったりしようと考えたのですが、試験は過去問と類似の問題か、テキストの章末問題から出題されることがほとんどであるとわかり、過去問と章末問題に取り組むのが一番の対策なのではと思いました。(素人による予想問題はよそうと…)
　ここでは過去問と先輩方からの情報をまとめました。対策のささやかなサポートとなれば幸いです。(主にまだ過去問に取り組んだことがない方向けの内容です)
　

<ヒト生物学１試験勉強全般について>

　12Mクラスページの「後輩へ」に書かれてある通り、過去問演習を優先すべき科目です。かつ、毎年近い(もしくは同一)内容が出題されていることから、年度ごとではなく、章ごとに取り組んだ方が、重要事項の確認を効率よく行えると考えます。(先生方も、落とすための試験ではなく、「１年生前期でこの程度は英語でおさえておいて欲しい」項目を出題されているのだろうと推測されます。)

　では最初に各章と現在入手できている過去問との対応をみてみましょう。
<各章と現在ある過去問との対応表>
	章
	対応する大問: 年度-[大問番号]

	２
	07−[1]、08-[3], [4]、09-[1](07年度と同一)

	３
	07-[2]、08-[5]、09-[2]、11-[5]

	４
	07-[3]、08-[6]、09-[3]、11-[6]

	５
	07-[4]、08-[1]、09-[4]、11-[3](09の中問[Ⅲ]と同一)

	６
	07-[5]、08-[2]、11-[8]

	７
	11-[2]

	８
	07-[6]、08-[7]、09-[6]、11-[7](各年度ほぼ同じ)

	９
	過去問なし

	１０
	11-[4]


 12年度は問題が回収されました。先輩からの情報では、３章は選択の穴埋め、５章は過去問と同一、６章は正誤問題、９章は単語が問われる、１０章は過去問と同じ。(集めた情報では４章、７章、８章がありませんが、全問を通じて半分近くは過去問と一緒だったそうです。ちなみに情報がない章は、担当の先生は今年度も担当されています。)

以上を踏まえて、各章の出題の特徴と対策案をまとめました。
<各章の出題の特徴と対策案>
　<第２章>(青山先生)
　日本語説明か英単語記述。１０年度以降は出題がない。ただし、青山先生とペアの先生は１２年度とは異なるため、時間があれば最低でも過去問は取り組んでおくとよいだろう。
　<第３章>(佐々木先生)
　英単語群からの選択。過去問（や章末問題）を通じて、頻出、重要単語を覚えた方が良い。説明文に相当する単語を選ばせるので、説明文が何をいっているかをわかる必要がある。(類似の出題をする他の章に比べて、出題の仕方、内容は各年度で異なるため、私は意外に学習に時間かかりましたが・・・)
　<第４章＞(森泉先生)
　英単語選択もしくは正誤問題。試験問題は毎年近い内容を出す。つまり過去問をまずおさえておくのがよい。
　<第５章>(大橋先生)

　英単語・説明文(英語)の選択問題もしくは日本語による説明問題。場所を含め、英単語の意味を把握しておく必要あり。ここ数年は章末問題からの出題が続いている。つまり章末問題に取り組んでおくとよい。
　<第６章>(小池先生)

　英単語群からの選択か正誤問題。毎年度出題される内容は似ているので、過去問演習を行い、わからないところをテキストやプリントで振り返るとよい。
　<第７章>(瀧先生)
　過去問は今年度の小テストと同じような内容が出題されている。過去問と小テストの内容を答えられるようにしておくとよいと考える。
　

　
<第８章>(田中先生)
　08年度以降過去問を見る限りは、同一の説明文で、穴埋め箇所が変わるだけの出題である。つまり過去問はぜひとも取り組むべき。他に、授業最後に示された重要単語をおさえておくことがポイントと思われる。

　<第９章>(安尾先生)
　10年度の試験情報では09年度とほぼ同じ正誤問題が出たそうである。ただし、12年度のシラバスをみると今年度は担当する先生が異なる。(同じ第一内科ではあるが。)　章末問題やその前の“Summarizing the Concepts”で予習しておけば、講義を受けた際、試験に出そうな内容の予測がしやすいだろう。
　<第10章>(西澤先生)
　12年度は11年度と同様の内容であったとのこと。ほとんどが章末問題から出題。ただし、選択肢の順番が変えられている。
※各章の学習に共通する注意点: ヒト生物学１は、高校において生物を選択した者にとっては聞いたことのある内容もそれなりに含まれており、内容が頭に入りやすいと思います。一方で生物非選択者は、内容を理解するだけでも大変かもしれません。その場合は、市販の入門書や、テキストの和訳本等で該当する章の全体像を予めおさえておくと、丸暗記の量が減ると思います。
補助プリントの内容は以上です。この他に対策の要望があれば、田川

　13m0058a☆shinshu-u.ac.jp　(☆を@に変えてください)

までご連絡ください。シケタイ内で協力して対策のお手伝いが少しでもできればと思います。過去問で先生方がポイントを示してくださっている科目です。それを参考にぜひクリアしましょう(^o^)/！
2013年7月15日

田川 哲也
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